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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、ヒト補体サブコンポーネントC1の主要構成成分であるセリンプロテアーゼをコードしています。C1sは、他の2つの補体コンポーネントであるC1rおよびC1qと会合して、血清補体系の最初のコンポーネントを生成します。この遺伝子の欠陥が選択的C1s欠損症の原因です。[RefSeq提供、2009年3月],触媒活性：補体コンポーネントC4のArg-|-Ala結合を切断してC4aおよびC4bを形成し、補体コンポーネントC2のLys（またはArg）-|-Lys結合を切断してC2aおよびC2bを形成する、いわゆる「古典的」経路のC3転換酵素。,疾患：C1Sの欠陥が選択的C1s欠損症の原因です[MIM:120580];早期に発症する複数の自己免疫疾患に関連しています。,酵素調節:SERPING1 によって阻害されます。,機能:C1s B 鎖は、C1q および C1s と結合して補体系の古典的経路の最初の構成要素である C1 を形成するセリン プロテアーゼです。 C1rはC1sを活性化し、それによってC2とC4を活性化します。,オンライン情報:C1S変異データベース,PTM:鉄および2-オキソグルタル酸依存性のアスパラギン酸およびアスパラギンの3位水酸化は、EGFドメイン内で(R)立体特異的です。,類似性:ペプチダーゼS1ファミリーに属します。,類似性:EGF様ドメインを1つ含みます。,類似性:ペプチダーゼS1ドメインを1つ含みます。,類似性:CUBドメインを2つ含みます。,類似性:Sushi (CCP/SCR)ドメインを2つ含みます。,サブユニット:C1は、C1q、C1r、C1sからなるカルシウム依存性の3分子複合体で、モル比は1:2:2です。活性化されたC1sは、重鎖と軽鎖がジスルフィド結合したヘテロ二量体です。,
	研究分野
	補体および凝固カスケード;全身性エリテマトーデス;
	画像データ
	

	C1S抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	C1S抗体を用いたJurkat細胞およびCOLO細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。

